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Fig.1 Location of the Funahashi River and  





































Fig.5 A water flea?             Fig.6 Phytoplankton.







































Fig.4 Comparing the 
pads to the color chart.
Fig.2 Test kit.
・二酸化炭素と水の溶解平衡
CO2 +  H2O              H











K₁= [H⁺ ][HCO₃⁻ ]／[H₂CO₃] = 5×10⁻⁷
今、仮に pH＝6.7 つまり、
[H＋] = 2×10－7 mol/L で平衡にあるな
ら、 [H2CO3] は 8×10－8 mol/L となる。
次に、光合成が活発になり、水に溶けて
いる二酸化炭素が大量に消費されて、
[H2CO3] が 2×10－11 mol/L まで減少し
たとすると、 [H＋] と [HCO3－] はともに
1×10－8.5 mol/L となる。
その結果、 pH = 8.5 となり、当初の



























Fig.8 Model experiment. Fig.9 DO kit.
















Fig.10 Water temperature, dissolved 
oxygen concentration and pH.
＋：水草あり
－：水草なし
